
磯　船　底　曳　網　漁　業　試　験

荘　　司　　祭　　一

梶　　田　　和　　夫

底捷魚族の資源枯渇の問題は単に底曳業者のみならす沿岸小型漁業者の生活に甚大な脅威を烏へ

て屈的非常に重要な問題であるので昨年度は常洋丸を使用し垣曳網による資源調査を東北海区水産

研究所と共同して実施したが本年度は本場独自の立場からこれを実施し時期的魚莞弓の分布状況と底

棲魚族の詑源諷黍に当った。

1．万　　　　法

灯）使　用　給　　　　常洋丸（17屯82焼玉50馬力）

（ロ）乗　組　員　　　　船長外6名調査員1名

内や　期間及び漁場　　　期　　間　　自昭和26年11月　4日　至昭和27年3月12日

漁　　場　　茨城県玉田沖よ鋸福島県久之浜沖

目　漁　　　　具

（推具構成囲参照）

（ロー7●類）
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材　料打太さl長さl数 量l　　　　膵

（浮子及沈子）

綴l規　　　格1材料 数量l　　備

長2．5尺×巾3寸×厚5分lウルシ材

沈　　　　　　　　子 玉子型　50・匁l陶　器l

考

16枚袖網、荒事網に12校1聞間隔に1ケ

長井網4枚
150個1
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（叫4叔針宙）

2．経過概要

航　海　次　数

合計漁獲高

27　航　海

ヒラメ333臥カレ1顆406賞、ホウメウ71臥カナガシラ145貰

ヱイ燥鵬臥クコ139臥サガ14賢・タイ3臥其の他46貫

本年郎殆んど鳩区（郵珂湊沖）からB腫（玉田沖）を調査した桝年度の繹果から見て

一粒に漁獲は減少し特にタコ妊著しく減少した○海直別にその漁獲状況盈見るとヒラメは卯を通

じて両海直とも他魚種より多く漁獲の2割爛れめている○カレイ難も齢してみるとヒラノと

同様であるが、特にイシガレイは12月下旬から1月にかけてB海区綿漁が見られ、鳩師も

若干の漁獲がある○マガレイも同様12柑ら2月にかけて漁獲されるがA海直よ。B海笹の方

が良い○其の他ムシガレイ・ヤナギムシガレイ・メイタガレイ等ほ獲されるが微々たるものであ

る。カナガンラほ11月から12月が漁期で両海国とも昨年よ帽子漁獲鵬かつた○タコは11月

から1月が漁獲多く・A海研鮒一朗沖が漁場で漁獲は昨年から見ると著しく減少した011月

上旬小名浜から久之洪沖（C海南）を調査したが昨年のような結果は得られす漁は恩はしくなかっ

た。本県の沿岸も月別の合計水提高から見るとA海即りもB鯛の方が時脚に異るけれども

全役的に見て結果は良かつた0

仕）方　渡鯛軋月別の漁獲物の組成を調査し更に重要魚種について魚僅別に各月毎に抽

出比を定め全長を測定し漁獲高のうち最高10尾を限度とし網測定を行った0
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（海図）A海区・・…・磯崎、郵珂湊、磯浜沖合海区

B海拓‥・・‥玉田沖合海国

C海図・…‥小名浜、久之浜沖合海抗

体長渕定日…・吻瑞より尾鰭の末端まで

威熱度基準記号　．

a・‥未熟卵粒不透明にして卵巣卵粒とも忙中なるもの

b‥・半勲卵巣中に透明卵を認めざるも即位大なるもの

C・‥成熟卵巣中に透明卵を認めるもの

d、完緊殆んど全部が透明卵のもの

e・‥放卵

ヒ　　　ラ　　　メ

マ　ガ　レ　イ

イ　シ　ガ　レ　イ

ム　シ　ガ　レ　イ

メイ　タ　ガ　レイ

アカウ　シノ　ンタ

：■こl：Rl

マガレイ≡

イ　　　シ

ガ　レ　イ

ム　　　　シ

ガ　レ　イ

ヤナギム
シガレイ

メ　イ　タ

ガ　レ　イ

ノ
タ

シ

ホサボウ

カ　ナ　ガ

シ　　　　フ

コL　　　ビ

フ　　　グ’

マ　ト　ウ

メ■　　イ

ェ　イ　額

1．00

0．61

呵
17
．
1
0
9
5

．27

0
1
　
0
8

0
6
　
3
6

ParalichthySalivacens（Temmink＆Schlege】）

Limande angus7irastris Ritahara

Hareins bicoloratllS（Basiiewsky）

Eopsetta griaryewiIler2：enStein

Pleuronichthyscornutus〔Temrninek＆schlegeZ）

Areliscus joyneri（Gunther）

挺　　組　　成

数字上は漁獲量（鼠）下は粒獲組成（％）

A　　　　海　　　　直 B　　　海　　　蛋　　　1C海陸L　計

12月　弓1月12月l　3月111月：12月　Ll月 2月】11月

14．00
6．26

．．q8．．

0

ハ

0

6
．
2
．

43．00！

1還
7．00

3．12

0
1
6
5
5
．
2
．

n
V
3

2

ヮ

ル

0
．
6

1摘
r

11．80て　　4．25■

20・40；9・47i

㌦
　
－

2．（氾

3．98

5．00

7．53

2

淵

2．0〔）

29．85

4．70

70，15

（115）

8
0
2
8
．
4
2

1
1
3
1

5
4
n
O
O
5

1
0
．
5
．
8
．
4
．
3

1
鼠

5．（抑

2．89

0
6
5
タ
カ

1
6

両、h
5
．
2
．

〟
U
．
凱

5
月
L
9
3盟34

－

≡思い弧25
1233．33

050
0．46

3．00
2．81

3．00

2月1

0417

145．70

31朋

52．30

3．00

」
〓
」
」
」
」
」
H
H
H
■
言
1
」
．
1
1
．
．
－
も
L
J
i
l
l
た
ぎ
．
L
▲
7
．
．
▲
・
1
1
．
1
．
】
一
、
．
．
．
－
、
■
月
〝
川
的
拍
H
H
H
1
・

、
り
」
r
l
り
．
1

■
r
■
■
－
【
．
■
■
．
も
ー
1
1
1
－
1
－
．
．
■
－
．
キ
r
▲
■
－
・
l

一

．

．

H

 

t

」

∵

■

■

」

」

」

‖

り

．

．

■

　

　

■

一

1

＝

一

▲

．
．
．
．
一
l
『

0866



タ

　

　

サ

　

　

イ

タ　イ　仔

ノ→　　　・モ

タ　　　イ

其　′　他

計 163．70！221．90

朋
頭
3
4
．

日
∴
U

．4
0
7
0
．

4．00
5．42

6．70！．73．90㌔　318．姫

28，90

27．05

O
 
l
　
（
U
 
O
 
O
4

人

U

6

　

5

4

　

5

3

6
5
　
1
1
　
2
2

n
U
 
l

ハ

U

3

4
2
．

2・00と

mnい

350

106r9011聞98

61





（4）成熟度について

本調査期間を通じ採集された資料は僅かな為正確な所は解らないが昨年度のも冶合して見ると大

部分成熟度aが多くなって居わヒラメは特に多い。C，d等各々異なった成熟度を混するものはイシ

ガレイ・マガレイである0雌雄の混合割合は各海国共に雌の多いのが一般的傾向であるが、本年度

は特に目立った差異は見られなかった。

ヒラメは南海偏ともaが大部分でbは一尾だけである○雌雄の混合割合は繭海区とも雌が多い。

イシガレイの産卵は大体に於で1月から2月にかけて行はれる。混合割合はA踏匿は雄が圧倒的に

多く　B海恒は雌が殆んとで成熟度d，eが大部分である。

マガレイの産卵は12月下旬から2月にかけて行はれA海国に於て2月には10尾のうち5尾が

放卵後のものであった。混合割合は雌が多い
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